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第
だい

５ 章
しょう

 多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

の推進
すいしん

のための施策
せさく

・事業
じぎょう

 

 

 北上市
きたかみし

の多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

推 進
すいしん

にあたり、基本
きほん

目 標
もくひょう

ごとに関 連
かんれん

する施策
せさく

・事 業
じぎょう

及
およ

び

活 動
かつどう

指 標
しひょう

を定
さだ

めました。市
し

役 所
やくしょ

関 係
かんけい

各課
かくか

の取
と

り組
く

みの他
ほか

、関 係
かんけい

する民間事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

にも 協 力
きょうりょく

を 働
はたら

きかけていきます。 

 

基本
きほん

目 標
もくひょう

１ 言葉
ことば

の違
ちが

いがあっても、公 平
こうへい

にサービスが受
う

けられる 環 境
かんきょう

を作
つく

り 

ます。 

事 業
じぎょう

１ 外 国 人
がいこくじん

転 入 者
てんにゅうしゃ

に対
たい

する生 活
せいかつ

相 談
そうだん

 

(主 体
しゅたい

 市
し

、国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

) 

    国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

ルームの存 在
そんざい

が多
おお

くの人
ひと

に認知
にんち

され、外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の

みならず、これまでどこへ相 談
そうだん

したらよいかわからなかった日本人
にほんじん

住 民
じゅうみん

からの相 談
そうだん

の増加
ぞうか

が 考
かんが

えられます。 

 

事 業
じぎょう

２ 子育
こそだ

て、医 療
いりょう

・福祉
ふくし

等
とう

サービスの多言語
たげんご

、ひらがな表 記
ひょうき

での 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

  

(主 体
しゅたい

 市
し

) 

市
し

が発 行
はっこう

する外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

が読
よ

む可能性
かのうせい

のある公 用
こうよう

文 書
ぶんしょ

について

は、わかりやすい表 記
ひょうき

(多言語
たげんご

・ひらがな)を増
ふ

やし、確 実
かくじつ

に内 容
ないよう

が伝
つた

えられるようにします。 

 

事 業
じぎょう

３ 外 国 人
がいこくじん

が医 療
いりょう

機関
きかん

を受 診
じゅしん

しやすくするための 環 境
かんきょう

整備
せいび

  

(主 体
しゅたい

 民 間
みんかん

、市
し

) 新規
しんき

 

症 状
しょうじょう

をうまく伝
つた

えられないために医 療
いりょう

機関
きかん

を受 診
じゅしん

しないという 

ことを避
さ

けるため、外国語
がいこくご

対 応
たいおう

可能
かのう

な医 療
いりょう

機関
きかん

の 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

、

通 訳
つうやく

の養 成
ようせい

・派遣
はけん

などの 環 境
かんきょう

整備
せいび

を 行
おこな

います。 



15 

 

事 業
じぎょう

４ 公 共
こうきょう

施設
しせつ

の案 内
あんない

表 示
ひょうじ

等
とう

の多言語
たげんご

表 記
ひょうき

の推 進
すいしん

 

(主 体
しゅたい

 市
し

) 

市
し

役 所 本
やくしょほん

庁 舎
ちょうしゃ

をはじめ市
し

の施設
しせつ

の案 内
あんない

看 板
かんばん

等
とう

の多言語化
たげんごか

を実施
じっし

します。 

 

事 業
じぎょう

５ 民 間
みんかん

施設
しせつ

の多言語
たげんご

表 記
ひょうき

の推 進
すいしん

 

(主 体
しゅたい

 民 間
みんかん

、市
し

) 

北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

(多言語
たげんご

表 記
ひょうき

・無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

 

ＬＡＮ整備
せいび

)を活 用
かつよう

して民 間
みんかん

事 業 所
じぎょうしょ

が案 内
あんない

看 板
かんばん

等
とう

及
およ

びサービスの

多言語化
たげんごか

を推 進
すいしん

します。 

 

基本
きほん

目 標
もくひょう

１の活 動
かつどう

指 標
しひょう

 

事 業
じぎょう

 内 容
ないよう

 実 績
じっせき

(H26) 目 標
もくひょう

(H32) 備考
びこう

 

１ 

外 国 人
がいこくじん

相 談
そうだん

件 数
けんすう

 

(国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

ルーム 扱
あつか

い分) 

121 140 

H26はアジアマスターズ 陸 上
りくじょう

競 技
きょうぎ

選 手 権
せんしゅけん

大 会
たいかい

開 催
かいさい

に

より、例 年
れいねん

と異
こと

なる利用
りよう

傾 向
けいこう

のため実績値
じっせきち

はH25を

使用
しよう

。 

２ 

市
し

公 用
こうよう

文 書
ぶんしょ

のひらがな

表 記 率
ひょうきりつ

(外 国 人
がいこくじん

あての

文 書
ぶんしょ

に限
かぎ

る) 

－ 100％ 

 

３ 
医 療
いりょう

機関
きかん

外 国 人
がいこくじん

受 入
うけいれ

環 境
かんきょう

整備
せいび

 
－ 実施

じっし

 

 

４ 市
し

施設
しせつ

の多言語
たげんご

表 記 率
ひょうきりつ

 3.2％ 10.0％  

５ 

北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事 業
じぎょう

費
ひ

補助
ほじょ

金
きん

(多言語
たげんご

表 記
ひょうき

・無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡＮ整備
せいび

)交付
こうふ

件 数
けんすう

 

３件
けん

 ３件
けん

 

H27から無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡ

Ｎを補助
ほじょ

対 象
たいしょう

としたため、

実績値
じっせきち

はH27(H28.1末
まつ

現 在
げんざい

)

を使用
しよう

。 
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基本
きほん

目 標
もくひょう

１の成果
せいか

指 標
しひょう

  

市
し

公 用
こうよう

文 書
ぶんしょ

のひらがな表 記 率
ひょうきりつ

(外 国 人
がいこくじん

あての文 書
ぶんしょ

に限
かぎ

る) 100％(平 成
へいせい

32年度
ねんど

) 

 

 

 

 

基本
きほん

目 標
もくひょう

２ 子
こ

どものうちから外国語
がいこくご

、多文化
たぶんか

に親
した

しむ機会
きかい

を設
もう

けます。 

事 業
じぎょう

１ ＡＬＴ(外国語
がいこくご

指導
しどう

助 手
じょしゅ

)の配置
はいち

、通 訳
つうやく

支援
しえん

事 業
じぎょう

の実施
じっし

  

(主 体
しゅたい

 市
し

) 

国 際 的
こくさいてき

に活 躍
かつやく

する人 材
じんざい

を育 成
いくせい

するためＡＬＴ(外国語
がいこくご

指導
しどう

助 手
じょしゅ

)

派遣
はけん

環 境
かんきょう

を 充 実
じゅうじつ

します。 

 

事 業
じぎょう

２ インターナショナルスクールの開 催
かいさい

  

(主 体
しゅたい

 市
し

、国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

) 

国 際 的
こくさいてき

に活 躍
かつやく

する人 材
じんざい

を育 成
いくせい

するため語学
ごがく

とともに外
がい

国文化
こくぶんか

に 

触
ふ

れる機会
きかい

を 充 実
じゅうじつ

します。 

 

事 業
じぎょう

３ 文化
ぶんか

施設
しせつ

、 教 育
きょういく

施設
しせつ

案 内
あんない

看 板
かんばん

等
とう

の多言語
たげんご

表 記
ひょうき

の推 進
すいしん

 

 (主 体
しゅたい

 市
し

) 

 市
し

役 所 本
やくしょほん

庁 舎
ちょうしゃ

をはじめ市
し

の施設
しせつ

の案 内
あんない

看 板
かんばん

等
とう

の多言語化
たげんごか

を実施
じっし

します。 

事 業
じぎょう

４ 外 国 人
がいこくじん

の地域
ちいき

活 動
かつどう

参加
さんか

への助 成
じょせい

 

 (主 体
しゅたい

 自治会
じちかい

等
とう

、市
し

) 新規
しんき

 

自治会
じちかい

等
とう

が 行
おこな

う外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

との 交 流
こうりゅう

を深
ふか

める活 動
かつどう

、防 災
ぼうさい

訓 練
くんれん

、外
がい

国文化
こくぶんか

を理解
りかい

するための講 演 会
こうえんかい

開 催
かいさい

などの取 組
とりくみ

に対
たい

して、

その取 組
とりくみ

を多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

交付
こうふ

により助 成
じょせい

します。 
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事 業
じぎょう

５ 外国語
がいこくご

講座
こうざ

、日本語
にほんご

講座
こうざ

  

(主 体
しゅたい

 市
し

、国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

) 

日本人
にほんじん

が外 国 人
がいこくじん

との 交 流
こうりゅう

を深
ふか

められるように外国語
がいこくご

講座
こうざ

を、

外 国 人
がいこくじん

が日本
にほん

の生 活
せいかつ

になじむことができるように日本語
にほんご

講座
こうざ

を実施
じっし

 

します。外国語
がいこくご

講座
こうざ

はスペイン語
ご

、中 国 語
ちゅうごくご

、英語
えいご

等
とう

を実施
じっし

します。 

 

事 業
じぎょう

６ 姉妹
しまい

都市
と し

、友 好
ゆうこう

都市
と し

交 流
こうりゅう

の推 進
すいしん

 

 (主 体
しゅたい

 市
し

) 

姉妹
しまい

都市
と し

のアメリカ・コンコード市
し

、友 好
ゆうこう

都市
と し

の 中 国
ちゅうごく

・三 門 峡 市
さんもんきょうし

と

の 交 流
こうりゅう

を継 続
けいぞく

します。 

 

 

基本
きほん

目 標
もくひょう

２の活 動
かつどう

指 標
しひょう

 

事 業
じぎょう

 内 容
ないよう

 実 績
じっせき

(H26) 目 標
もくひょう

(H32) 備考
びこう

 

１ 

ＡＬＴ(外国語
がいこくご

指導
しどう

助 手
じょしゅ

)に

よる、 各 学 級
かくがっきゅう

あたりの

年 間
ねんかん

国 際
こくさい

理解
りかい

教 育
きょういく

の

授 業
じゅぎょう

回 数
かいすう

    

小 学 校
しょうがっこう

/
・

中 学 校
ちゅうがっこう

 

10/12回
かい

 30/30回
かい

 

 

２ 
インターナショナルスクール

事 業
じぎょう

参加者数
さんかしゃすう

 
94人

にん

 100人
にん

 
H27から開 催

かいさい

のため、実績値
じっせきち

はH27年度
ねんど

を使用
しよう

。 

３ 市
し

施設
しせつ

の多言語
たげんご

表 記 率
ひょうきりつ

 3.2％ 10.0％  

４ 

北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事 業
じぎょう

費
ひ

補助
ほじょ

金
きん

(多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

)交付
こうふ

件 数
けんすう

 

－ ２件
けん

 

 

５ 
外国語
がいこくご

講座
こうざ

開 催
かいさい

回 数
かいすう

 

日本語
にほんご

講座
こうざ

開 催
かいさい

回 数
かいすう

 

47回
かい

 

59回
かい

 

52回
かい

 

70回
かい

 

 

６ 姉妹
しまい

都市
と し

・友 好
ゆうこう

都市
と し

交 流
こうりゅう

 継 続
けいぞく

 継 続
けいぞく
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基本
きほん

目 標
もくひょう

２の成果
せいか

指 標
しひょう

  

インターナショナルスクール事 業
じぎょう

参加者数
さんかしゃすう

 100人
にん

(平 成
へいせい

32年度
ねんど

) 

 

平 成
へいせい

27年度
ねんど

インターナショナルスクール事 業
じぎょう

の様子
ようす

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本
きほん

目 標
もくひょう

３ 外 国 人
がいこくじん

と日本人
にほんじん

が 交 流
こうりゅう

する機会
きかい

をつくり、相互
そうご

理解
りかい

を促 進
そくしん

します。 

事 業
じぎょう

１ 観 光
かんこう

施設
しせつ

案 内
あんない

看 板
かんばん

・パンフレット等
とう

の多言語
たげんご

表 記
ひょうき

  

(主 体
しゅたい

 民 間
みんかん

、市
し

) 

市
し

役 所 本
やくしょほん

庁 舎
ちょうしゃ

をはじめ市
し

の施設
しせつ

の案 内
あんない

看 板
かんばん

等
とう

の多言語化
たげんごか

を実施
じっし

するとともに、北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

を活 用
かつよう

して民 間
みんかん

事 業 所
じぎょうしょ

が案 内
あんない

看 板
かんばん

等
とう

の多言語化
たげんごか

を推 進
すいしん

します。 
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事 業
じぎょう

２ インターナショナルスクール 卒 業 生
そつぎょうせい

を活 用
かつよう

した観 光
かんこう

案 内
あんない

の実施
じっし

 

(主 体
しゅたい

 市
し

) 新規
しんき

 

平 成
へいせい

27年度
ねんど

から開 講
かいこう

しているインターナショナルスクールの

卒 業 生
そつぎょうせい

の成果
せいか

発 表
はっぴょう

の場
ば

として、また、年 々
ねんねん

増加
ぞうか

する外 国 人
がいこくじん

にお

もてなしの気持
き も

ちを伝
つた

えるため、さくらまつりなどのイベントでの観 光
かんこう

案 内
あんない

ボランティアを 行
おこな

います。 

 

事 業
じぎょう

３ 民 間
みんかん

事 業 所
じぎょうしょ

に対
たい

する北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

(看 板
かんばん

等
とう

の 

多言語化
たげんごか

・無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡＮ整備
せいび

)の交付
こうふ

 

 (主 体
しゅたい

 市
し

) 

民 間
みんかん

事 業 所
じぎょうしょ

が実施
じっし

する案 内
あんない

看 板
かんばん

等
とう

の多言語化
たげんごか

、外 国 人
がいこくじん

の要 望
ようぼう

が

多
おお

い無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡＮ 環 境
かんきょう

の整備
せいび

に対
たい

して、北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

を交付
こうふ

します。 

 

事 業
じぎょう

４ 外 国 人
がいこくじん

労 働 者
ろうどうしゃ

を雇用
こよう

する企 業
きぎょう

と関 係
かんけい

機関
きかん

の連 携
れんけい

  

(主 体
しゅたい

 民 間
みんかん

、市
し

) 

外 国 人
がいこくじん

労 働 者
ろうどうしゃ

雇用
こよう

に 伴
ともな

う課題
かだい

が 生
しょう

じた際
さい

に外 国 人
がいこくじん

労 働 者
ろうどうしゃ

を

雇用
こよう

する企 業
きぎょう

と市
し

、県
けん

、国
くに

その他
た

関 係
かんけい

機関
きかん

が 情 報
じょうほう

交 換
こうかん

を 行
おこな

い、

課題
かだい

を 共 有
きょうゆう

し、その対 策
たいさく

を検 討
けんとう

します。 

 

事 業
じぎょう

５ ワン・ワールド・フェスタの開 催
かいさい

  

(主 体
しゅたい

 国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

きたかみ市民
しみん

会議
かいぎ

) 

平 成
へいせい

25年度
ねんど

から開 催
かいさい

しているワン・ワールド・フェスタを継 続
けいぞく

開 催
かいさい

し、

多文化
たぶんか

理解
りかい

を進
すす

めます。  
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事 業
じぎょう

６ 免 税 店
めんぜいてん

の整備
せいび

などインバウンド対 策
たいさく

の実施
じっし

  

(主 体
しゅたい

 民 間
みんかん

、市
し

)  新規
しんき

 

北上市
きたかみし

を 訪
おとず

れる外 国 人
がいこくじん

が利用
りよう

する免 税 店
めんぜいてん

を整備
せいび

する来 訪
らいほう

外 国 人
がいこくじん

旅
りょ

行 者
こうしゃ

の利便性
りべんせい

向 上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

基本
きほん

目 標
もくひょう

３の活 動
かつどう

指 標
しひょう

 

事 業
じぎょう

 内 容
ないよう

 実 績
じっせき

(H26) 目 標
もくひょう

(H32) 備考
びこう

 

１ 

市
し

施設
しせつ

の多言語
たげんご

表 記 率
ひょうきりつ

 

北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事 業
じぎょう

費
ひ

補助
ほじょ

金
きん

(多言語
たげんご

表 記
ひょうき

・無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡＮ整備
せいび

)交付
こうふ

件 数
けんすう

 

3.2％ 

３件
けん

 

10.0％ 

３件
けん

 

H27から無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡ

Ｎを補助
ほじょ

対 象
たいしょう

としたため、

実績値
じっせきち

はH27(H28.1末
まつ

現在
げんざい

)を

使用
しよう

。 

２ 
さくらまつり観 光

かんこう

案 内
あんない

ボラ

ンティア 数
すう

(期間
きかん

中 延
ちゅうの

べ) 
－ 10人

にん

 
スクールはH27から開 講

かいこう

のた

め、実績値
じっせきち

なし。 

３ 

北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事 業
じぎょう

費
ひ

補助
ほじょ

金
きん

(多言語
たげんご

表 記
ひょうき

・無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡＮ整備
せいび

)交付
こうふ

件 数
けんすう

 

３件
けん

 ３件
けん

 

H27から無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡ

Ｎを補助
ほじょ

対 象
たいしょう

としたため、

実績値
じっせきち

はH27(H28.1末
まつ

現 在
げんざい

)

を使用
しよう

。 

４ 企 業
きぎょう

と関 係
かんけい

機関
きかん

の連 携
れんけい

 実施
じっし

 実施
じっし

  

５ 
ワン・ワールド・フェスタの

開 催
かいさい

 
実施
じっし

 実施
じっし

 

 

６ インバウンド対 策
たいさく

の実施
じっし

 － 実施
じっし
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基本
きほん

目 標
もくひょう

３の成果
せいか

指 標
しひょう

  

ワン・ワールド・フェスタの開 催
かいさい

 継 続
けいぞく

(平 成
へいせい

32年度
ねんど

) 

 

平 成
へいせい

27年度
ねんど

のワン・ワールド・フェスタの様子
ようす
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基本
きほん

目 標
もくひょう

４  当市
とうし

の 美
うつく

しい 環 境
かんきょう

を守
まも

り、安 心
あんしん

・安 全
あんぜん

な地域
ちいき

社 会
しゃかい

を構 築
こうちく

し  

ます。 

事 業
じぎょう

１ 外 国 人
がいこくじん

のごみ出
だ

し方 法
ほうほう

の理解
りかい

促 進
そくしん

  

(主 体
しゅたい

 市
し

) 

ごみの分
わ

け方
かた

、出
だ

し方
かた

の多言語版
たげんごばん

を発 行
はっこう

、配布
はいふ

し、ルールを徹 底
てってい

し  

ます。 

 

事 業
じぎょう

２  外 国 人
がいこくじん

の防 災
ぼうさい

訓 練
くんれん

への参加
さんか

誘 導
ゆうどう

  

(主 体
しゅたい

 自治会
じちかい

等
とう

、市
し

) 新規
しんき

 

災 害
さいがい

弱 者
じゃくしゃ

となりやすい外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

に地域
ちいき

等
とう

の防 災
ぼうさい

訓 練
くんれん

へ

参加
さんか

してもらい、災 害
さいがい

時
じ

に備
そな

えます。 

 

事 業
じぎょう

３ 外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

相 談
そうだん

の実施
じっし

  

(主 体
しゅたい

 市
し

、国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

) 

今後
こんご

も増加
ぞうか

が見込
み こ

まれる外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

からの相 談
そうだん

に対 応
たいおう

します。 
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基本
きほん

目 標
もくひょう

４の活 動
かつどう

指 標
しひょう

 

事 業
じぎょう

 内 容
ないよう

 実 績
じっせき

(H26) 目 標
もくひょう

(H32) 備考
びこう

 

１ 
ごみの分

わ

け方
かた

・出
だ

し方
かた

ポスタ

ーの多言語版
たげんごばん

発 行
はっこう

 
実施
じっし

 実施
じっし

 

 

２ 

各自
かくじ

主
しゅ

防 災
ぼうさい

組織
そしき

等
とう

での

外 国 人
がいこくじん

を含
ふく

む防 災
ぼうさい

訓 練
くんれん

の実施
じっし

回 数
かいすう

 

－ 16回
かい

 

 

３ 

外 国 人
がいこくじん

相 談
そうだん

件 数
けんすう

 

(市
し

国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

ルーム 扱
あつか

い

分
ぶん

) 121件
けん

 140件
けん

 

H26はアジアマスターズ

陸 上
りくじょう

競 技
きょうぎ

選 手 権
せんしゅけん

大 会
たいかい

開 催
かいさい

により、例 年
れいねん

と異
こと

なる

利用
りよう

傾 向
けいこう

のため実績値
じっせきち

は

H25を使用
しよう

。 

 

 

基本
きほん

目 標
もくひょう

４の成果
せいか

指 標
しひょう

 

各自
かくじ

主
しゅ

防 災
ぼうさい

組織
そしき

等
とう

での外 国 人
がいこくじん

を含
ふく

む防 災
ぼうさい

訓 練
くんれん

の実施
じっし

回 数
かいすう

 16回
かい

(平 成
へいせい

32年度
ねんど

) 
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基本
きほん

目 標
もくひょう

５ 災 害
さいがい

時
じ

を 中 心
ちゅうしん

に 命
いのち

を守
まも

る 情 報
じょうほう

を等
ひと

しく 提 供
ていきょう

できるように 

取
と

り組
く

みます。 

事 業
じぎょう

１ 市
し

ホームページ多言語化
たげんこか

の推 進
すいしん

 

 (主 体
しゅたい

 市
し

) 

     平 成
へいせい

26年度
ねんど

に多言語
たげんご

対 応
たいおう

となった市
し

のホームページの活 用
かつよう

を 促
うなが

す

とともに、利用者
りようしゃ

の要 望
ようぼう

に応
こた

えて見直
みなお

します。 

 

事 業
じぎょう

２ 市
し

所 管
しょかん

施設
しせつ

の無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

LAN 環 境
かんきょう

の整備
せいび

推 進
すいしん

  

(主 体
しゅたい

 市
し

) 新規
しんき

 

外 国 人
がいこくじん

の来 訪
らいほう

が多
おお

い 公 共
こうきょう

施設
しせつ

の無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡＮ 環 境
かんきょう

の

整備
せいび

を実施
じっし

します。 

 

事 業
じぎょう

３ 民 間
みんかん

施設
しせつ

の無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

LAN 環 境
かんきょう

の整備
せいび

推 進
すいしん

  

(主 体
しゅたい

 民 間
みんかん

、市
し

) 

北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

を活 用
かつよう

して民 間
みんかん

事 業 所
じぎょうしょ

が

外 国 人
がいこくじん

から要 望
ようぼう

が多
おお

い無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

 ＬＡＮ 環 境
かんきょう

の整備
せいび

を

推 進
すいしん

します。 

 

事 業
じぎょう

４ 公 共
こうきょう

交 通
こうつう

に係
かか

る多言語化
た げ ん ご

推 進
すいしん

 

(主 体
しゅたい

 民 間
みんかん

、市
し

) 

北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

を活 用
かつよう

して民 間
みんかん

事 業 所
じぎょうしょ

が案 内
あんない

看 板
かんばん

等
とう

の多言語化
たげんごか

を推 進
すいしん

します。 
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事 業
じぎょう

５ 災 害
さいがい

時
じ

の外 国 人
がいこくじん

に対
たい

する 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

体 制
たいせい

の整備
せいび

 

    (主 体
しゅたい

 市
し

) 新規
しんき

 

災 害
さいがい

弱 者
じゃくしゃ

となりやすい外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

に対
たい

して防 災
ぼうさい

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

の体 制
たいせい

を 整
ととの

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本
きほん

目 標
もくひょう

５の活 動
かつどう

指 標
しひょう

 

事 業
じぎょう

 内 容
ないよう

 実 績
じっせき

(H26) 目 標
もくひょう

(H32) 備考
びこう

 

１ 
市
し

ホームページ多言語化
たげんごか

の

継 続
けいぞく

 
実施
じっし

 実施
じっし

 

 

 

２ 
市
し

所 管
しょかん

施設
しせつ

の 公 衆
こうしゅう

無線
むせん

Ｌ

ＡＮ 環 境
かんきょう

を整備
せいび

 
－ 実施

じっし

 

 

３ 

北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事 業
じぎょう

費
ひ

補助
ほじょ

金
きん

(多言語
たげんご

表 記
ひょうき

・無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡＮ整備
せいび

)交付
こうふ

件 数
けんすう

 

３件
けん

 ３件
けん

 

H27から無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

Ｌ

ＡＮを補助
ほじょ

対 象
たいしょう

としたた

め、実績値
じっせきち

はH27(H28.1末
まつ

現 在
げんざい

)を使用
しよう

。 

４ 

北上市
きたかみし

多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

金
きん

(多言語
たげんご

表 記
ひょうき

・無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

ＬＡＮ整備
せいび

))交付
こうふ

件 数
けんすう

 

３件
けん

 ３件
けん

 

H27から無 料
むりょう

公 衆
こうしゅう

無線
むせん

Ｌ

ＡＮを補助
ほじょ

対 象
たいしょう

としたた

め、実績値
じっせきち

はH27(H28.1末
まつ

現 在
げんざい

)を使用
しよう

。 

５ 
多言語
たげんご

防 災
ぼうさい

マニュアルの

作 成
さくせい

・配布
はいふ

 
－ 実施

じっし
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基本
きほん

目 標
もくひょう

５の成果
せいか

指 標
しひょう

  

多言語
たげんご

防 災
ぼうさい

マニュアルの作 成
さくせい

・配布
はいふ

 実施
じっし

(平 成
へいせい

32年度
ねんど

) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本
きほん

目 標
もくひょう

６ 外 国 人
がいこくじん

、日本人
にほんじん

双 方
そうほう

が課題
かだい

を持
も

ち寄
よ

り、より快 適
かいてき

に生 活
せいかつ

できる

環 境
かんきょう

を創 造
そうぞう

します。 

事 業
じぎょう

１ 国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

ルームの活 用
かつよう

  

(主 体
しゅたい

 外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

、日本人
にほんじん

住 民
じゅうみん

) 

国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

ルームが外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

、日本人
にほんじん

住 民
じゅうみん

に多
おお

く認知
にんち

され、

国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

の拠 点
きょてん

として多
おお

くの人
ひと

が来 館
らいかん

します。 
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事 業
じぎょう

２ 国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

きたかみ市民
しみん

会議
かいぎ

※との連 携
れんけい

  

(主 体
しゅたい

 国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

きたかみ市民
しみん

会議
かいぎ

、市
し

) 

北上市
きたかみし

の国際化
こくさいか

推 進
すいしん

のために設 立
せつりつ

された同会議
どうかいぎ

と連 携
れんけい

し、多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

指針
ししん

施策
せさく

の 進 捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

を把握
はあく

し、必 要
ひつよう

な対 応
たいおう

を検 討
けんとう

し 

ます。 

※国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

きたかみ市民
しみん

会議
かいぎ

…北上市
きたかみし

が国 籍
こくせき

や民 族
みんぞく

を問
と

わず、誰
だれ

にもやさしく、暮
く

らしやすく、

そして、 訪
おとず

れても快 適
かいてき

な多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

の国 際
こくさい

都市
と し

に 成 長
せいちょう

していくため、地域
ちいき

の国際化
こくさいか

推 進
すいしん

方 針
ほうしん

を定
さだ

め、市民
しみん

や各 種
かくしゅ

団 体
だんたい

等
とう

が 情 報
じょうほう

を 共 有
きょうゆう

・連 携
れんけい

しながら、 協 働
きょうどう

でその実 現
じつげん

に向
む

け活 動
かつどう

す

ることを目 的
もくてき

とする。(国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

きたかみ市民
しみん

会議
かいぎ

会 則
かいそく

から) 

 

事 業
じぎょう

３ 出前
でまえ

講座
こうざ

(外 国 人
がいこくじん

市民
しみん

受 入
うけいれ

講座
こうざ

)の実施
じっし

 

 (主 体
しゅたい

 自治会
じちかい

等
など

、民 間
みんかん

、市
し

) 

日本人
にほんじん

住 民
じゅうみん

が外 国 人
がいこくじん

を受
う

け入
い

れる際
さい

の 心 構
こころがま

えなどを学
まな

び、

異文化
いぶんか

を理解
りかい

しながら、地域
ちいき

で外 国 人
がいこくじん

を受
う

け入
い

れる体 制
たいせい

を 整
ととの

えます。 

 

事 業
じぎょう

４ 国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

・通 訳
つうやく

ボランティアの養 成
ようせい

 

 (主 体
しゅたい

 市
し

、国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

) 

インターナショナルスクールの開 催
かいさい

などにより、外 国 人
がいこくじん

観 光 客
かんこうきゃく

、

姉妹
しまい

都市
と し

・友 好
ゆうこう

都市
と し

訪 問 団
ほうもんだん

の受
う

け入
い

れ時
じ

のおもてなしの際
さい

に活 動
かつどう

 

する国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

・通 訳
つうやく

ボランティアを養 成
ようせい

します。 

 

事 業
じぎょう

５ 外 国 人
がいこくじん

労 働 者
ろうどうしゃ

、企 業
きぎょう

と関 係
かんけい

機関
きかん

との連 携
れんけい

 

 (主 体
しゅたい

 外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

、民 間
みんかん

、市
し

など) 

外 国 人
がいこくじん

労 働 者
ろうどうしゃ

雇用
こよう

にともなう課題
かだい

が 生
しょう

じた際
さい

に、外 国 人
がいこくじん

労 働 者
ろうどうしゃ

を雇用
こよう

する企 業
きぎょう

と市
し

、県
けん

、国
くに

その他
た

関 係
かんけい

機関
きかん

が 情 報
じょうほう

交 換
こうかん

を 行
おこな

い、

課題
かだい

を 共 有
きょうゆう

し、その対 策
たいさく

を検 討
けんとう

します。 
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事 業
じぎょう

６ 県
けん

、市 町 村
しちょうそん

、各 国 際
かくこくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

等
とう

関 係
かんけい

機関
きかん

との連 携
れんけい

 

(主 体
しゅたい

 県
けん

、市 町 村
しちょうそん

、各 国 際
かくこくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

など) 

外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

に対
たい

する取 組
とりくみ

について、他
た

市 町 村
しちょうそん

や県
けん

及
およ

び関 係
かんけい

機関
きかん

とその取 組
とりくみ

を 共 有
きょうゆう

するとともに、外 国 人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の意見
いけん

も聞
き

きな

がら、課題
かだい

など様 々
さまざま

な 情 報
じょうほう

交 換
こうかん

ができる場
ば

が必 要
ひつよう

と思
おも

われるので、

連 携
れんけい

を呼
よ

びかけていきます。 

 

 

基本
きほん

目 標
もくひょう

６の活 動
かつどう

指 標
しひょう

 

事 業
じぎょう

 内 容
ないよう

 実 績
じっせき

(H26) 目 標
もくひょう

(H32) 備考
びこう

 

１ 

国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

ルーム

来 館 者 数
らいかんしゃすう

 

4,415人
にん

 4,700人
にん

 

H26はアジアマスターズ

陸 上
りくじょう

競 技
きょうぎ

選 手 権
せんしゅけん

大 会
たいかい

開 催
かいさい

により、例 年
れいねん

と異
こと

なる

利用
りよう

傾 向
けいこう

のため実績値
じっせきち

は

H25を使用
しよう

。 

２ 
国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

きたかみ市民
しみん

会議
かいぎ

との連 携
れんけい

 
実施
じっし

 実施
じっし

 

 

３ 
出前
でまえ

講座
こうざ

(外 国 人
がいこくじん

市民
しみん

受 入
うけいれ

講座
こうざ

)利用
りよう

回 数
かいすう

 
0件
けん

 10件
けん

 
H27から実施

じっし

のため、実績値
じっせきち

は

H27を使用
しよう

。 

４ 

国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

・通 訳
つうやく

ボランテ

ィア登 録 者 数
とうろくしゃすう

(法 人
ほうじん

登 録
とうろく

含
ふく

む) 132人
にん

 170人
にん

 

H26はアジアマスターズ

陸 上
りくじょう

競 技
きょうぎ

選 手 権
せんしゅけん

大 会
たいかい

開 催
かいさい

により、例 年
れいねん

と異
こと

なる

利用
りよう

傾 向
けいこう

のため実績値
じっせきち

は

H25を使用
しよう

。 

５ 
外 国 人
がいこくじん

労 働 者
ろうどうしゃ

、企 業
きぎょう

と

関 係
かんけい

機関
きかん

との連 携
れんけい

 
実施
じっし

 実施
じっし

 

 

６ 

県
けん

、市 町 村
しちょうそん

、各 国 際
かくこくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

等
とう

関 係
かんけい

機関
きかん

との連 携
れんけい

 

実施
じっし

 実施
じっし
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基本
きほん

目 標
もくひょう

６の成果
せいか

指 標
しひょう

 

県
けん

、市 町 村
しちょうそん

、各 国 際
かくこくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

等
とう

関 係
かんけい

機関
きかん

との連 携
れんけい

 継 続
けいぞく

(平 成
へいせい

32年度
ねんど

) 

 

 

 

 

  




